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論文題目：手根管症候群の早期発見を可能にする効果的なスクリーニング・ツールの開発 

 

 

審査結果要旨： 

本研究は、手根管症候群患者の早期発見・早期治療の実現を目指した、簡便なスクリー

ニング・ツールの開発とその効果検証を目的としたもので、審査論文ではこれらの研究内

容について系統的かつ過不足なく論述されていた。 

スクリーニング・ツールの開発に当たっては、手根管症候群の効果判定として標準的に

用いられている質問表をモデルとして、その項目数を精選し、新たに 5項目からなる質問

表を作成した。この質問表を患者群と健常者群で使用し、得られたデータから手根管症候

群を選り分けるためのカットオフ値を統計学的に特定した点や、1500 人規模のフィールド

調査においてその有益性が確認された成果は、きわめて新規性に富むものである。 

審査会では既存の質問表の質問項目の要因分析と精選、手根管症候群を選り分けるため

のカットオフ値の特定、フィールド調査を通した質問表のスクリーニング精度の確認とい

う、段階を踏んだ研究過程について、分かりやすく説明されており、質疑応答、論文内容

から、研究内容の意義、結果について十分理解していることが的確に示された。 

さらに、学位審査論文及び学位審査会での発表を通して、申請者が地域での研究フィー

ルドの開拓を地道に行い、対象者との信頼関係を構築しながら研究を遂行し、研究者とし

て優れた研究遂行能力を持ち、高い倫理観を身に付けていることが確認された。 

以上より、本論文は博士の学位に値するものと考える。 

 

最終試験   平成 27 年 1 月 31 日 

 

試験の結果は    合  格   と判定する。 


